


地表面へのＣｓ１３４、１３７沈着 
（航空機モニタリング測定結果） 













放射性物質検出状況（年度別） 

超過率は順調に低下している 

・厳しい環境の中で除染を実施した生産者 

・効果的な除染法を速やかに示した技術者や研究者 

・食品の管理・検査態勢を敷いた行政    それぞれの成果 

年 度 検査件数 100Bq/kg 超過率 

２３ 
（１０月～） 

1308 3.1% 

２４ 3870 0.3% 

２５ 4240 0.1% 

※あんぽ柿、干柿の試験加工品は除外した（24年度、25年度） 

※飲料水は、検査開始からすべて検出限界未満 









後続の派遣職員へのアドバイス 

• 派遣職員＝「お客様」のような雰囲気があり、業務の合間に余裕が
あっても、事務分掌にない業務を手伝うことが難しかった。 

  →マニュアルやトラブルシューティングの作成、論文の日本語   
   訳など自分でできることを探し、少しでも役にたつよう努めたと 
   ころ、研究テーマを任されるようになり、学会発表などに繋がった。 

  →地道にできることを積み上げることが貢献に繋がる。 

• 福島県には、被災３県を除くすべての都道府県から職員が派遣さ
れていた。 

  →他都道府県からの派遣職員との交流によって、多くのものを 

    得ることができ、今後の人脈にも生きていく。 

  →積極的に交流を深めることを勧めたい。 


